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趣味・嗜好、文化をめぐる今日的状況

趣
味
・
嗜
好
、
文
化
を
め
ぐ
る
今
日
的
状
況

　
　
　

 

文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
研
究
を
手
が
か
り
に 　
　
　

一　

は
じ
め
に

近
年
、
社
会
学
に
お
い
て
、
人
び
と
の
趣
味
・
嗜
好
に
関
す
る
研

究
が
活
発
に
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、﹁
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ

ア
﹂（
文
化
的
雑
食
性
）
に
つ
い
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
多
く
の

国
や
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
研
究
が
展
開
さ
れ
て
お
り（
片
岡
、

二
〇
一
八
：
二
一
）、
日
本
に
お
い
て
も
検
証
や
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
に
関
す

る
先
行
研
究
を
み
て
い
く
と
、
そ
の
な
か
に
は
、
趣
味
・
嗜
好
や
文

化
を
社
会
学
的
に
分
析
し
て
い
く
際
の
方
法
論
に
関
わ
る
も
の
と
し

て
、
示
唆
的
な
議
論
や
知
見
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
試
行
的
に
論
じ
て
み
る
こ
と
は
、
近
年
の
日
本

に
お
け
る
文
化
事
例
・
現
象
に
つ
い
て
の
考
察
や
、
ひ
い
て
は
広
く

文
化
・
芸
術
や
音
楽
に
関
す
る
社
会
学
的
研
究
を
進
め
る
う
え
で
も

ひ
と
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う

な
問
題
関
心
の
も
と
、
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
に

関
す
る
研
究
に
着
目
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
と
と
も

に
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
近
年
の
日
本
に
お
け
る

文
化
事
例
・
現
象
に
つ
い
て
読
み
解
く
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
二
節
で
は
、
本
稿

に
お
い
て
着
目
す
る
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
の
概

要
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
研
究
動
向
の
な
か
で
も
、
と
く
に
最
近
の

日
本
に
お
け
る
音
楽
を
め
ぐ
る
研
究
に
焦
点
を
当
て
て
取
り
上
げ

る
。
次
に
第
三
節
で
は
、
趣
味
・
嗜
好
や
文
化
を
社
会
学
的
に
分
析

し
て
い
く
際
の
方
法
論
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
文
化
を
め
ぐ
る
分

類
や
区
分
に
関
す
る
議
論
に
注
目
し
、
そ
の
内
容
を
た
ど
る
と
と
も

に
、
第
四
節
で
は
、
そ
れ
に
関
連
し
て
新
た
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
も
の
と
し
て
、﹁
カ
テ
ゴ
リ
ー
﹂
か
ら
﹁
く
く
り
﹂
へ
と
い
う
知

川　

本　
　

彩　

花

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
（
滋
賀
大
学
）

特
集
２　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告　

―
― 

ジ
ル
ダ
・
サ
ル
モ
ン
氏
を
迎
え
て
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文
化
か
ら
大
衆
文
化
ま
で
の
多
様
な
文
化
的
嗜
好
を
も
つ
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
﹂（
片
岡
、
二
〇
一
九
：
四
一
）。
す
な
わ
ち
、
文
化

的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
に
つ
い
て
、
そ
の
研
究
動
向
を

整
理
し
た
片
岡
栄
美
（
二
〇
一
八
）
に
よ
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

に
お
い
て
高
い
社
会
的
地
位
に
あ
る
者
は
、
も
っ
ぱ
ら
正
統
文
化
の

み
を
享
受
す
る
﹁
文
化
的
ユ
ニ
ボ
ア
﹂
で
は
な
く
、
正
統
文
化
も
大

衆
文
化
も
享
受
す
る
﹁
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
）﹂
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
の
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑

食
性
）
に
つ
い
て
、
多
く
の
国
に
お
い
て
研
究
が
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
（
片
岡
、
二
〇
一
八
：
二
一
）。
そ
し
て
、
ピ
ー
タ
ー
ソ

ン
の
研
究
以
降
、
近
年
で
は
、
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
、
食
な
ど
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
オ
ム
ニ
ボ
ア
化
の
問
題
が
議
論
さ
れ
て
お
り

（
た
と
え
ばB

ennett et al, 2009

＝
二
〇
一
七
な
ど
）、
世
界
各
国

に
お
い
て
趣
味
や
文
化
実
践
の
調
査
も
実
施
さ
れ
て
い
る
（
片
岡
、

二
〇
一
八
：
二
一
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
﹁
文
化
社
会
学
の
一
つ
の
潮
流
﹂（
片
岡
、

二
〇
一
九
：
四
一
）
と
な
り
、
日
本
に
お
い
て
も
た
と
え
ば
片
岡

（
二
〇
〇
〇
、二
〇
〇
八
、二
〇
一
八
、二
〇
一
九
、二
〇
二
二
な
ど
）

の
一
連
の
研
究
や
、
次
節
で
取
り
上
げ
る
小
藪
明
生
・
山
田
真
茂
留

（
二
〇
一
三
）、北
田
暁
大
＋
解
体
研
編
（
二
〇
一
七
）
の
研
究
な
ど
、

検
証
や
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食

性
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
、
第
五
節
お
よ
び
第
六
節
で
取

り
上
げ
る
文
化
事
例
・
現
象
の
具
体
例
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、

見
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
第
五
節
お
よ
び
第
六
節
で
は
、

以
上
を
ふ
ま
え
て
近
年
の
日
本
に
お
け
る
文
化
事
例
・
現
象
へ
と
視

野
を
拡
大
し
、
そ
の
ひ
と
つ
の
具
体
例
と
し
て
﹁
超
歌
舞
伎
﹂
を
取

り
上
げ
、
こ
こ
ま
で
の
議
論
や
知
見
と
つ
き
合
わ
せ
つ
つ
若
干
の
考

察
を
行
う
。

二　

文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
と
音
楽

本
節
で
は
、
ま
ず
、
本
稿
に
お
い
て
着
目
す
る
﹁
文
化
的
オ
ム
ニ

ボ
ア
﹂（
文
化
的
雑
食
性
）
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
述
べ
て
お
き

た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー

は
、
そ
の
著
作
﹃
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
﹄（B

ourdieu, 1979

＝

一
九
九
〇
）
に
お
い
て
、
一
般
的
に
個
人
が
自
由
に
選
択
し
て
い
る

と
さ
れ
る
人
び
と
の
趣
味
・
嗜
好
に
つ
い
て
社
会
学
的
に
分
析
し
、

趣
味
・
嗜
好
と
﹁
階
級
﹂
と
の
関
係
を
論
じ
た
。
ブ
ル
デ
ュ
ー
の

研
究
を
契
機
と
し
て
、
文
化
社
会
学
（cultural sociology
）
で
は

そ
の
後
重
要
な
研
究
が
生
み
出
さ
れ
て
い
き
（
片
岡
、
二
〇
一
九
：

四
一
）、
そ
の
な
か
で
、
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）

の
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食

性
）
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ピ
ー
タ
ー
ソ

ン
（Peterson, 1992; Peterson and Sim

kus, 1992

な
ど
）
が
提
示

し
た
も
の
で
、
一
つ
の
文
化
的
嗜
好
を
も
つ
の
で
は
な
く
、﹁
高
級
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ま
ず
一
点
目
は
、﹁
雑
食
と
偏
食
の
二
極
化
﹂（
木
島
、
二
〇 

一
九
：
一
六
一
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
木
島
に
よ
る
と
、
前
述
の

四
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
う
ち
、︿
分
散
型
﹀
と
︿
特
化
型
﹀
の
二
つ

は
雑
食
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
が
、
全
体
の
八
〇
％
以
上
を
非
雑

食
的
な
︿
一
点
型
﹀、
お
よ
び
雑
食
性
の
低
い
︿
二
色
型
﹀
が
占
め

る
（
木
島
、
二
〇
一
九
：
一
五
三
、一
六
一
）
と
い
う
こ
と
が
、
分

析
の
結
果
か
ら
み
え
て
き
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る

と
、﹁
人
び
と
の
音
楽
消
費
の
仕
方
が
雑
食
的
に
な
っ
て
い
る
と
し

て
、
そ
れ
は
ご
く
一
部
の
限
ら
れ
た
現
象
な
の
で
は
な
い
か
﹂、﹁
言

葉
を
か
え
る
と
、
現
在
進
行
し
て
い
る
の
は
、
い
わ
ば
雑
食
性
の
格

差
の
拡
大
、
つ
ま
り
、
雑
食
的
な
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
の
二
極
分

化
で
は
な
い
か
﹂（
木
島
、二
〇
一
九
：
一
六
一
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
に
二
点
目
は
、﹁
雑
食
性
の
伝
統
と
革
新
﹂（
木
島
、
二
〇 

一
九
：
一
六
二
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
木
島
に
よ
る
と
、
雑
食
性

が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
︿
分
散
型
﹀
と
︿
特
化
型
﹀
に
注
目
し
つ
つ

検
討
を
進
め
て
い
く
と
、文
化
ジ
ャ
ン
ル
の
う
ち
、（
音
楽
に
加
え
て
）

﹁
小
説
﹂﹁
マ
ン
ガ
﹂
と
い
っ
た
活
字
文
化
へ
の
関
心
が
高
い
︿
分
散

型
﹀
と
、（
音
楽
に
加
え
て
）﹁
お
笑
い
﹂﹁
映
画
﹂﹁
ド
ラ
マ
﹂
と
い
っ

た
映
像
文
化
（
と
く
に
テ
レ
ビ
的
な
も
の
）
へ
の
関
心
が
高
い
︿
特

化
型
﹀
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
（
木
島
、
二
〇
一
九
：
一
五
六
︲
七
）

が
み
え
て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
前
述
の
と
お
り
、
音
楽
ジ
ャ
ン

ル
の
う
ち
、︿
分
散
型
﹀
は
︿
ロ
ッ
ク
系
﹀
の
音
楽
を
好
み
、︿
特
化

型
﹀
は
︿
Ｄ
Ｊ
系
﹀
の
音
楽
を
好
む
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、

最
近
の
日
本
に
お
け
る
音
楽
を
め
ぐ
る
研
究
に
焦
点
を
当
て
て
み
た

い
。
そ
う
す
る
と
、
た
と
え
ば
木
島
由
晶
（
二
〇
一
九
）
が
、
次
の

よ
う
な
現
代
日
本
の
若
者
の
音
楽
聴
取
（
音
楽
の
好
み
）
に
お
け
る

雑
食
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、

こ
れ
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

木
島
は
、
現
代
日
本
の
若
者
の
音
楽
聴
取
（
音
楽
の
好
み
）
に

お
け
る
雑
食
性
に
つ
い
て
、
青
少
年
研
究
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

二
〇
一
二
年
の
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
調

査
は
、
東
京
都
杉
並
区
と
兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
・
東
灘
区
に
住
む

一
六
歳
か
ら
二
九
歳
の
男
女
（
ユ
ー
ス
層
）
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
（
南
田
ほ
か
編
、
二
〇
一
九
：
二
四
）、
と
く
に
こ
こ
で

は
、﹁
好
き
な
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
複
数
回
答
式
の

質
問
を
中
心
に
用
い
て
﹂（
木
島
、
二
〇
一
九
：
一
四
八
）
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、音
楽
の
好
み
方
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、

﹁
Ｊ
ポ
ッ
プ
﹂
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
を
ほ
と
ん
ど
好
ま
な
い
︿
一
点
型
﹀、

洋
邦
を
問
わ
ず
ロ
ッ
ク
と
ポ
ッ
プ
ス
に
特
化
し
た
好
み
を
示
す
︿
二

色
型
﹀、︿
Ｄ
Ｊ
系
﹀
と
︿
ポ
ッ
プ
系
﹀
の
音
楽
を
好
む
︿
特
化
型
﹀、

︿
ポ
ッ
プ
系
﹀
お
よ
び
︿
ロ
ッ
ク
系
﹀、︿
オ
タ
ク
系
﹀、︿
伝
統
系
﹀

の
音
楽︶

1
︵

を
横
断
的
に
好
む︿
分
散
型
﹀の
大
き
く
四
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー

を
抽
出
し
（
木
島
、
二
〇
一
九
：
一
五
二
︲
四
）、
と
く
に
︿
分
散
型
﹀

と
︿
特
化
型
﹀
に
注
目
し
つ
つ
各
ク
ラ
ス
タ
ー
の
特
徴
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
二
つ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る

が
、
そ
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
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一
五
八
）、
感
情
サ
プ
リ
志
向
の
高
ま
り
の
背
景
に
は
音
楽
の
﹁
デ

ジ
タ
ル
な
再
生
環
境
の
浸
透
﹂（
木
島
、
二
〇
一
九
：
一
五
八
）
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

文
化
を
め
ぐ
る
分
類
や
区
分
に
つ
い
て

前
節
で
は
、
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
の
研
究
動

向
の
な
か
で
も
、
と
く
に
最
近
の
日
本
に
お
け
る
音
楽
を
め
ぐ
る
研

究
に
焦
点
を
当
て
て
取
り
上
げ
て
き
た
。
そ
し
て
、前
述
の
よ
う
に
、

﹁
高
級
文
化
か
ら
大
衆
文
化
ま
で
の
多
様
な
文
化
的
嗜
好
を
も
つ
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
﹂（
片
岡
、
二
〇
一
九
：
四
一
）
文
化
的
オ
ム

ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
そ
れ
に
関
わ

る
格
差
と
い
う
問
題
や
、﹁
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）

の
非
雑
食
性
﹂
と
も
い
う
べ
き
好
み
・
関
心
の
あ
る
種
の
傾
向
も
あ

る
こ
と
が
み
え
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
前
節
の
議
論
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、

趣
味
・
嗜
好
や
文
化
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
﹁
高
級
文
化
／
大
衆

文
化
﹂や﹁
正
統
文
化
／
大
衆
文
化
﹂、﹁
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
／
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
﹂
と
い
っ
た
よ
う
に
分
類
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
近
年
は
、﹁
フ
ラ
ッ
ト
・
カ
ル

チ
ャ
ー
﹂（
遠
藤
編
、
二
〇
一
〇
）
と
も
い
う
べ
き
文
化
様
式
が
現

れ
て
い
る
こ
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
文
化
的
オ
ム
ニ

ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
に
関
す
る
先
行
研
究
を
み
て
い
く
と
、
そ

︿
ロ
ッ
ク
系
﹀
の
音
楽
の
好
み
と
活
字
文
化
と
は
相
性
が
よ
く
、︿
Ｄ

Ｊ
系
﹀
の
音
楽
の
好
み
と
映
像
文
化
と
は
相
性
が
よ
い
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
、﹁
消
費
の
雑
食
性
に
も
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
が
あ

る
と
解
釈
で
き
る
﹂（
木
島
、
二
〇
一
九
：
一
六
二
）。
つ
ま
り
、
高

度
に
制
度
化
さ
れ
た
﹁︿
ロ
ッ
ク
系
﹀
の
好
み
と
は
異
な
る
新
し
い

雑
食
性
の
特
徴
、
つ
ま
り
︿
Ｄ
Ｊ
系
﹀
の
好
み
と
映
像
文
化
と
の
相

性
の
よ
さ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
﹂（
木
島
、
二
〇
一
九
：
一
六
二

︲
三
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
お
、木
島
は
、以
上
の
よ
う
な
考
察
の
な
か
で
、︿
分
散
型
﹀と︿
特

化
型
﹀
の
﹁
よ
く
似
た
傾
向
﹂（
木
島
、
二
〇
一
九
：
一
五
七
）
も

明
ら
か
に
し
て
お
り
、
感
情
や
情
動
に
関
わ
る
論
点
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
木
島
は
、﹁
気
分
を
高
揚
さ
せ
た
い
と
き
に
は

こ
の
曲
、
落
ち
着
き
た
い
と
き
は
こ
の
曲
⋮
⋮
と
い
っ
た
よ
う
に
、

音
楽
を
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
よ
う

に
用
い
る
傾
向
﹂
を
﹁
感
情
サ
プ
リ
志
向
﹂（
木
島
、
二
〇
一
六
：

四
九
な
ど
）
と
よ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、﹁
自
分
の
気
持
ち
を
変
え

る
た
め
に
、曲
を
選
ん
で
聴
く
﹂
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、︿
分
散
型
﹀

の
五
八
・
八
％
、︿
特
化
型
﹀
の
四
九
・
四
％
が
﹁
そ
う
だ
﹂
と
積
極

的
に
肯
定
す
る
回
答
を
し
て
い
る
（
木
島
、
二
〇
一
九
：
一
五
八
）

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
若
者
の
あ
い
だ
で
﹁
感
情
サ
プ
リ

志
向
﹂
が
高
ま
っ
て
い
る
（
木
島
、二
〇
一
六
：
四
九
）
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、﹁
音
楽
を
雑
食
的
に
好
む
人
ほ

ど
感
情
サ
プ
リ
志
向
が
高
い
と
推
察
さ
れ
﹂（
木
島
、
二
〇
一
九
：
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二
〇
一
八
：
二
七
）

こ
こ
で
は
、﹁
正
統
文
化
と
大
衆
文
化
と
い
う
対
立
軸
﹂
は
、﹁
現

実
を
説
明
す
る
考
え
方
﹂
と
し
て
も
は
や
有
効
で
は
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
に
続
け
て
片
岡
は
、

テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
の
﹁
高
級
文
化
（
礼
節
と
し
て
の
文
化
、

卓
越
、
エ
ク
セ
レ
ン
ス
）
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
文
化
と
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
文
化
（
商
業
的
・
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
商
品
と
し
て
の

文
化
）﹂（
片
岡
、
二
〇
一
八
：
二
七
）
と
い
う
文
化
の
三
つ
の
分
類

の
議
論
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、﹁
こ
の
よ
う
に
正
統
vs
大
衆

と
い
う
対
立
軸
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
異
な
る
三
つ
の
文
化
で

考
え
た
時
に
、
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
の
人
々
の
多
く
が
、
商
業
主
義

的
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
化
に
親
和
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
﹂（
片

岡
、
二
〇
一
八
：
二
八
）
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
小
藪
・
山
田
（
二
〇
一
三
）
は
、﹁
現

実
に
今
、
急
速
に
進
行
し
て
い
る
の
は
、
ハ
イ
＝
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
間
分

節
の
稀
薄
化
と
呼
ぶ
べ
き
事
態
だ
﹂（
小
藪
・
山
田
、
二
〇
一
三
：

五
三
七
）、﹁
か
つ
て
の
よ
う
な
ハ
イ
＝
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
対
照
性
図
式

が
通
用
し
に
く
く
な
っ
て
き
た
﹂（
小
藪
・
山
田
、
二
〇
一
三
：

五
四
六
）
と
し
て
、
具
体
的
な
事
例
や
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
つ
つ
議

論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
概
観
し
て
お
く
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

小
藪
・
山
田
は
、
ま
ず
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
歴
史
に
お
け
る
﹁
Ｍ

の
な
か
に
は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
を
め
ぐ
る
分
類
や
区
分
を
自
明
の

も
の
、
所
与
の
も
の
と
し
て
議
論
を
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
い
ま
い
ち
ど
問
い
な
お
し
た
り
論
じ
よ
う
と
す
る
議
論
も
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る︶

2
︵

。
そ
こ
で
、
次
に
本
節
で
は
、
趣
味
・

嗜
好
や
文
化
を
社
会
学
的
に
分
析
し
て
い
く
際
の
方
法
論
に
関
わ
る

も
の
と
し
て
、
こ
の
点
に
注
目
し
て
み
て
い
き
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
に
関

す
る
先
行
研
究
の
な
か
に
は
、
文
化
を
め
ぐ
る
分
類
や
区
分
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

前
節
で
も
取
り
上
げ
た
片
岡
（
二
〇
一
八
）
は
、
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ

ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
か
で
、
理
論
的
な
検

討
と
し
て
五
つ
の
論
点
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
次

の
よ
う
な
点
を
挙
げ
て
い
る
。

文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
論
は
、
正
統
文
化
と
大
衆
文
化
が
異
な

る
両
極
の
階
級
趣
味
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
も
し
く
は
エ
リ
ー
ト
の
正

統
文
化
と
庶
民
、
労
働
者
階
級
の
大
衆
趣
味
）
が
対
立
的
に
あ

る
い
は
序
列
的
に
社
会
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

文
化
的
排
他
性
理
論
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
成
立
し
て
い

る
が
、
正
統
文
化
と
大
衆
文
化
と
い
う
対
立
軸
を
前
提
と
し
た

議
論
の
大
前
提
が
す
で
に
現
実
を
説
明
す
る
考
え
方
と
し
て
崩

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
存
在
す
る
。（
片
岡
、
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（
小
藪
・
山
田
、
二
〇
一
三
：
五
四
〇
）
で
あ
り
、
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

の
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
が
高
ま
っ
て
い
く
さ
ま
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
小
藪
・
山
田
は
、
総
務
省
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た

二
〇
〇
六
年
の
社
会
生
活
基
本
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
人
び

と
の
文
化
的
嗜
好
の
実
態
に
つ
い
て
も
分
析
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
現
代
日
本
に
お
い
て
は
、
文
化
消
費
に
関
し
て
﹁
収
入
や
学

歴
に
よ
る
参
入
障
壁
と
い
っ
た
も
の
は
存
在
し
な
い
﹂（
小
藪
・
山

田
、
二
〇
一
三
：
五
四
三
）
こ
と
、
文
化
的
雑
食
の
実
態
に
つ
い

て
﹁
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
関
係
﹂﹁
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
関

係
Ａ
﹂﹁
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
関
係
Ｂ︶

3
︵

﹂
の
三
つ
全
て
を
行

う
﹁
完
全
雑
食
群
﹂
の
割
合
が
全
体
で
は
最
も
高
い
（
小
藪
・
山
田
、

二
〇
一
三
：
五
四
三
）
こ
と
、﹁
完
全
雑
食
﹂
に
は
﹁
女
性
で
あ
る

こ
と
、
教
育
歴
が
長
い
こ
と
が
と
く
に
強
く
影
響
し
﹂、﹁
年
齢
は
若

い
ほ
ど
、
ま
た
都
会
に
住
ん
で
い
る
方
が
雑
食
化
し
や
す
い
﹂（
小

藪
・
山
田
、
二
〇
一
三
：
五
四
四
）
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
あ
い
だ
の
境
界
が
き
わ
め
て
あ
い
ま
い

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
﹁
ハ
イ
＝
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
間
分
節
の
稀
薄
化
﹂

は
、
文
化
の
生
産
の
場
・
作
り
手
に
お
い
て
も
、
文
化
の
消
費
の
場
・

受
け
手
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
（
小
藪
・
山
田
、
二
〇
一
三
：

五
四
一
、五
四
五
）
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｔ
Ｖ
の
登
場
﹂
や
﹁
ロ
ッ
ク
の
終
焉
﹂
に
言
及
し
な
が
ら
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
が
﹁
そ
の
内
部
で
制
度
化
や
多
様
化
を
遂
げ
る
﹂

と
、
そ
こ
か
ら
従
来
の
よ
う
な
﹁
対
抗
的
な
香
り
や
大
衆
的
な
装
い

が
次
第
に
剥
落
し
て
い
く
﹂
よ
う
に
な
り
、﹁
か
つ
て
の
ハ
イ
・
カ

ル
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
が
ち
に
な
﹂
る
（
小
藪
・
山
田
、

二
〇
一
三
：
五
三
七
︲
八
）
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、﹁
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
化
﹂（
小
藪
・
山
田
、

二
〇
一
三
：
五
四
〇
）
と
い
う
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
変
容

で
あ
る
。

ま
た
、
小
藪
・
山
田
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ
ソ
タ
管
弦
楽
団
の
事

例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、﹁
オ
ー

デ
ィ
エ
ン
ス
と
の
近
さ
﹂
や
﹁
売
上
の
増
大
﹂
を
め
ざ
し
、
様
々
な

＂
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
＂
公
演
―
―
具
体
的
に
は
、﹁
①
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
系
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
伴
奏
、
②
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
小
品
群
に
よ
る
名
曲
コ

ン
サ
ー
ト
、③
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
大
曲
に
よ
る
特
別
演
奏
会
、④
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
ゲ
ス
ト
演
奏
家
を
招
い
た
特
別
演
奏
会
﹂
―
―
を
行
っ
て
い

る
（
小
藪
・
山
田
、
二
〇
一
三
：
五
三
九
︲
四
〇
）
こ
と
を
資
料
か

ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、﹁
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
が
制
度
的
・

組
織
的
・
市
場
的
な
流
れ
に
乗
っ
て
社
会
へ
と
広
く
浸
透
し
て
い
く

と
、そ
れ
は
次
第
に
大
衆
受
け
す
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
結
果
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
寄
り
の
存
在
と
化
し
て
い
く
﹂（
小
藪
・
山
田
、

二
〇
一
三
：
五
四
〇
）
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
受
け
ら
れ

る
の
は
、﹁
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
化
﹂
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に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
そ
の
議
論
を
概
観

し
て
い
く
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

近
森
に
よ
る
と
、
ま
ず
、﹁
く
く
り
﹂
と
は
、﹁
複
数
の
項
目
を
ひ

と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
暫
定
的
に
グ
ル
ー
プ
化
す
る
秩
序
づ
け
の
様

式
﹂（
近
森
、
二
〇
一
四
：
九
三
）
で
あ
り
、
そ
の
操
作
は
、
情
報

蓄
積
サ
ー
ビ
ス
や
動
画
投
稿
サ
イ
ト
な
ど
の
、
ウ
ェ
ブ
上
の
情
報

管
理
に
お
け
る
﹁
タ
グ
づ
け
﹂
の
操
作
に
近
似
し
て
い
る
（
近
森
、

二
〇
一
四
：
九
三
、九
六
）。
そ
し
て
、
こ
こ
で
重
要
な
点
の
ひ
と
つ

と
な
る
の
は
、
前
述
の
﹁
暫
定
的
に
﹂
と
い
う
語
か
ら
も
う
か
が
え

る
よ
う
に
、﹁
く
く
り
﹂
と
は
、﹁
緩
く
、
雑
な
、
そ
の
場
か
ぎ
り
の

性
格
の
強
い
グ
ル
ー
プ
化
の
操
作
﹂（
近
森
、
二
〇
一
四
：
九
六
）

で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
情
報
を
効
率
的
に
管
理
す
る
古
典
的
な
手

法
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
図
書
館
の
十
進
分
類
の
よ
う
な
﹁
体
系
的

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
管
理
﹂（
近
森
、
二
〇
一
四
：
九
六
）
が
な

さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
﹁
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
互
い
に
排
他

的
で
、
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
か
否
か
が
一
義
的
に
規
定
さ

れ
、
矛
盾
を
嫌
う
﹂（
近
森
、
二
〇
一
四
：
九
七
）
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、﹁﹃
タ
グ
づ
け
﹄
な
い
し
は
タ
グ
に
よ
る
情
報
管
理
﹂

（
近
森
、
二
〇
一
四
：
九
六
）
は
、
た
と
え
ば
ひ
と
つ
の
記
事
に
複

数
の
タ
グ
を
つ
け
た
り
、
あ
と
で
変
更
・
追
加
も
で
き
る
な
ど
﹁
ア

ド
ホ
ッ
ク
な
性
質
﹂
を
も
ち
、﹁
タ
グ
に
よ
る
﹃
く
く
り
﹄
は
同
時

帰
属
を
い
く
ら
で
も
許
す
寛
容
さ
を
も
つ
﹂（
近
森
、
二
〇
一
四
：

四　
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
か
ら
「
く
く
り
」
へ

前
節
で
は
、
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
に
関
す
る

先
行
研
究
の
な
か
で
も
、
文
化
を
め
ぐ
る
分
類
や
区
分
に
関
す
る
議

論
に
注
目
し
、
い
く
つ
か
そ
の
内
容
を
た
ど
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、文
化
を
め
ぐ
る
分
類
や
区
分
に
つ
い
て
、

そ
れ
を
い
ま
い
ち
ど
問
い
な
お
し
再
検
討
す
る
と
い
っ
た
視
点
は
示

唆
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
問
い
な
お
し
や
再
検
討
を
促
す

﹁
現
実
﹂
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
継
続
的
に
観
察
・
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
、
た
え
ず
変
容
す

る
﹁
現
実
﹂
の
あ
り
よ
う
を
と
ら
え
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

本
稿
に
お
い
て
も
、
第
五
節
お
よ
び
第
六
節
に
お
い
て
、
近
年
の
日

本
に
お
け
る
文
化
事
例
・
現
象
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

そ
の
作
業
の
一
端
を
試
み
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
次
に
本

節
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
近
森
高
明
（
二
〇
一
四
）
の
議
論
で
あ

る
。
近
森
は
、﹁
カ
テ
ゴ
リ
ー
﹂
か
ら
﹁
く
く
り
﹂
へ
と
い
う
新
た

な
知
見
を
提
示
し
て
お
り
、文
化
を
め
ぐ
る
分
類
や
区
分
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
別
の
観
点
か
ら
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以

下
、
概
観
し
て
い
こ
う
。

近
森
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
あ
る
﹃
ア
メ
ト
ー
ー
ク
！
﹄（
テ

レ
ビ
朝
日
系
）
に
お
け
る
や
り
と
り
に
示
唆
を
得
て
、﹁
く
く
り
﹂

と
い
う
言
葉
に
着
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
代
社
会
に
お
い
て
生

じ
つ
つ
あ
る
﹁
リ
ア
リ
テ
ィ
の
変
容
﹂（
近
森
、
二
〇
一
四
：
九
七
）



206

社会学雑誌　第 40号

と
い
う
秩
序
化
の
操
作
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
、
部
分
的
に
も
把
握
で

き
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
世
界
を
、
私
た
ち
が
生
き
は
じ
め
て
い
る
こ
と

は
た
し
か
で
あ
る
﹂（
近
森
、二
〇
一
四
：
九
九
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
近
森
は
、
あ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
に
示
唆
を
得
て
、

﹁
カ
テ
ゴ
リ
ー
﹂か
ら﹁
く
く
り
﹂へ
と
い
う
新
た
な
知
見
を
提
示
し
、

現
代
社
会
に
お
け
る
﹁
リ
ア
リ
テ
ィ
の
変
容
﹂
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
（
近
森
、
二
〇
一
四
）
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
に
は
、
前

述
の
﹁
高
級
文
化
／
大
衆
文
化
﹂
な
ど
の
文
化
を
め
ぐ
る
分
類
や
区

分
を
﹁
カ
テ
ゴ
リ
ー
﹂
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
対
し
て

新
た
に
﹁
く
く
り
﹂
と
い
う
秩
序
づ
け
の
様
式
を
提
示
し
て
い
る
点

に
お
い
て
、
趣
味
・
嗜
好
や
文
化
を
社
会
学
的
に
分
析
し
て
い
く
際

の
方
法
論
を
さ
ら
に
問
い
な
お
す
契
機
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

五　

近
年
の
日
本
の
文
化
事
例
・
現
象

　
　

―
―
超
歌
舞
伎
を
事
例
と
し
て

こ
こ
ま
で
、
趣
味
・
嗜
好
や
文
化
を
社
会
学
的
に
分
析
し
て
い
く

際
の
方
法
論
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
文
化
を
め
ぐ
る
分
類
や
区
分

に
関
す
る
議
論
や
、﹁
カ
テ
ゴ
リ
ー
﹂
か
ら
﹁
く
く
り
﹂
へ
と
い
う

新
た
な
知
見
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
き
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
議
論
や
知
見
を
ふ
ま
え
て
、
近
年
の
日

本
に
お
け
る
文
化
事
例
・
現
象
へ
と
視
野
を
拡
大
し
て
い
く
と
、
ど

九
七
）
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
﹁
タ
グ
づ
け
と
﹃
く
く

り
﹄
に
よ
る
秩
序
化
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
す
べ
て
に
適
用
さ

れ
う
る
﹂（
近
森
、二
〇
一
四
：
九
七
）
も
の
と
な
っ
て
い
く
と
し
て
、

近
森
は
さ
ら
に
次
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
現
在
、
マ
ン
ガ
・
音
楽
・
社
会
学
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、
ア
イ
テ
ム
の
数
が
膨
大
に
増
加
し
て
い

る
と
い
う
状
況
が
あ
る
（
近
森
、二
〇
一
四
：
九
七
）。
そ
う
す
る
と
、

た
と
え
ば
入
門
編
か
ら
中
級
編
、
上
級
編
へ
と
い
っ
た
、
従
来
の
よ

う
な
﹁
ア
イ
テ
ム
の
序
列
化
﹂
や
﹁
中
心
化
﹂
が
そ
も
そ
も
成
り
立

た
ず
、（
ア
イ
テ
ム
が
構
成
す
る
）
ジ
ャ
ン
ル
や
ジ
ャ
ン
ル
同
士
の

関
係
も
﹁
フ
ラ
ッ
ト
な
並
び
﹂
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る

（
近
森
、
二
〇
一
四
：
九
七
︲
八
）。
つ
ま
り
、﹁
フ
ラ
ッ
ト
な
世
界
﹂

（
近
森
、二
〇
一
四
：
九
七
な
ど
）
の
出
現
で
あ
る
が
、こ
う
し
た
﹁
序

列
な
き
世
界
に
対
応
す
べ
く
生
み
出
さ
れ
た
、秩
序
化
の
様
式
﹂
が
、

前
述
の
よ
う
な
﹁
緩
さ
﹂
を
も
つ
﹁
タ
グ
づ
け
と
﹃
く
く
り
﹄
に
よ

る
秩
序
化
﹂
で
あ
る
と
い
え
る
（
近
森
、
二
〇
一
四
：
九
八
）
と
、

近
森
は
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、﹁
カ
テ
ゴ
リ
ー
化

が
、
要
素
の
集
合
の
全
体
が
す
で
に
把
握
で
き
て
い
る
こ
と
を
前
提

に
、
そ
の
集
合
の
全
体
に
く
わ
え
ら
れ
る
操
作
で
あ
る
の
に
た
い
し

て
、﹃
く
く
り
﹄
と
は
、
全
体
が
み
え
て
お
ら
ず
、
な
か
ば
偶
然
的

な
か
た
ち
で
、
目
の
前
に
迫
り
あ
が
っ
て
み
え
る
い
く
つ
か
の
要
素

に
た
い
し
て
く
わ
え
ら
れ
る
、イ
ン
ク
リ
メ
ン
タ
ル
な
操
作
で
あ
る
﹂

（
近
森
、
二
〇
一
四
：
九
八
）
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、﹁
タ
グ
づ
け
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（
円
堂
、
二
〇
一
三
：
九
〇
）
と
い
う
。

さ
て
、﹁
超
歌
舞
伎
の
歩
み
﹂
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
ま
ず
、

二
〇
一
六
年
に
上
演
さ
れ
た
初
の
超
歌
舞
伎
﹃
今は

な
く
ら
べ
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら

昔
饗
宴
千
本
桜
﹄

は
、
古
典
歌
舞
伎
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
﹁
義
経
千
本
桜
﹂

と
、
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
楽
曲
で
あ
る
﹁
千
本
桜
﹂
と
を
融
合
さ
せ
た

作
品
で
あ
る
（
松
竹
（
株
）
開
発
企
画
部
、
二
〇
二
二
：
一
八
︲

九
）。
二
〇
一
六
年
五
月
一
八
日
の
﹃
読
売
新
聞
﹄（﹃
読
売
新
聞
﹄

二
〇
一
六
・
五
・
一
八
夕
刊
）
の
記
事
に
よ
る
と
、﹁
舞
台
が
始
ま
る

と
、
客
席
か
ら
獅
童
さ
ん
の
屋
号
の
﹃
萬

よ
ろ
ず

屋や

！
﹄
だ
け
で
は
な
く
、

ミ
ク
さ
ん
の
た
め
に
作
ら
れ
た
﹃
初
音
屋
！
﹄
と
い
う
屋
号
が
大
声

で
飛
び
交
う
盛
り
上
が
り
﹂
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
﹃
今
昔
饗
宴

千
本
桜
﹄
は
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
表
彰
式
で
あ
る
﹁D

igital 
C

ontents of the Year ’16

＼
第
二
二
回
Ａ
Ｍ
Ｄ
ア
ワ
ー
ド
﹂
に
お
い

て
大
賞
と
な
る
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
（
松
竹
（
株
）
開
発
企
画

部
、
二
〇
二
二
：
一
九
）
な
ど
、
高
い
評
価
を
得
た
。
ま
た
、
屋
号

に
つ
い
て
は
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
に
は
﹁
電

話
屋
﹂
と
い
う
屋
号
も
生
ま
れ
た
（
松
竹
（
株
）
開
発
企
画
部
、

二
〇
二
二
：
三
）
と
い
わ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
高
い
評
価
を
得
た
超
歌
舞
伎
で
あ
る
が
、
そ
の

後
も
、
超
歌
舞
伎
は
、﹁
ニ
コ
ニ
コ
超
会
議
﹂
に
お
い
て
上
演
さ

れ
、
二
〇
一
九
年
に
は
、
歌
舞
伎
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
京
都
の
南

座
に
お
い
て
劇
場
公
演
も
行
わ
れ
た
（
松
竹
（
株
）
開
発
企
画

部
、
二
〇
二
二
：
一
九
）。
二
〇
一
九
年
八
月
二
二
日
の
﹃
毎
日
新

の
よ
う
な
こ
と
が
と
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。こ
の
問
い
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
は
ひ
と
つ
の
具
体
例
と
し
て
、﹁
超
歌
舞
伎
﹂
を
取
り
上
げ

考
察
し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
本
節
で
は
、
超
歌
舞
伎
の
概
要

に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

超
歌
舞
伎
と
は
、松
竹
株
式
会
社
、日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
）、
株
式
会
社
ド
ワ
ン
ゴ
に
よ
る
、﹁
古
典
歌
舞
伎
﹂
と
﹁
最
新

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
﹂
の
融
合
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
た
な
歌
舞
伎
公
演
で

あ
る
（
松
竹
（
株
）
開
発
企
画
部
、
二
〇
二
二
：
二
︲
三
）。
歌
舞

伎
俳
優
の
中
村
獅
童
と
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
（
ボ
カ
ロ
）、
バ
ー
チ
ャ
ル
・

シ
ン
ガ
ー
の
初
音
ミ
ク
ら
が
共
演
す
る
も
の
で
、
千
葉
県
の
幕
張

メ
ッ
セ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
﹁
ニ
コ
ニ
コ
超
会
議
﹂
の
イ
ベ
ン
ト

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
に
初
演
さ
れ
た
（
松
竹
（
株
）
開

発
企
画
部
、
二
〇
二
二
：
二
、一
八
）。
な
お
、
初
音
ミ
ク
と
は
、
ク

リ
プ
ト
ン
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社
が
ヤ
マ
ハ
株
式

会
社
の
開
発
し
た
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
（
Ｄ
Ｔ
Ｍ
）
用
の

音
声
合
成
シ
ス
テ
ムV

O
C

A
LO

ID
2

を
使
用
し
て
、
二
〇
〇
七
年

に
発
売
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
（
円
堂
、
二
〇
一
三
：
八
九
︲

九
〇
）。
円
堂
都
司
昭
に
よ
る
と
、
人
間
の
声
を
あ
ら
か
じ
め
採
取

し
、
電
子
的
に
合
成
・
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
歌
わ
す
こ
と
の
で

き
る
ソ
フ
ト
は
、
以
前
か
ら
存
在
し
た
も
の
の
、
こ
の
初
音
ミ
ク
の

場
合
は
、﹁
ア
ニ
メ
声
優
か
ら
声
を
採
取
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
ア
ニ

メ
、
ゲ
ー
ム
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
少
女
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
、
ソ
フ
ト

に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
を
与
え
た
こ
と
が
ヒ
ッ
ト
の
要
因
に
な
っ
た
﹂



208

社会学雑誌　第 40号

ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
や
文
化
を
め
ぐ
る
分
類
や
区
分
に
関
す

る
議
論
、﹁
カ
テ
ゴ
リ
ー
﹂
か
ら
﹁
く
く
り
﹂
へ
と
い
う
新
た
な
知

見
と
つ
き
合
わ
せ
つ
つ
考
え
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
と
ら
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
こ
の
問
い
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を

行
い
、
ま
と
め
と
し
て
い
き
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
、﹁
ニ
コ
ニ
コ
超
会
議
﹂
の
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ

と
し
て
二
〇
一
六
年
に
初
演
さ
れ
、
そ
の
後
日
本
各
地
の
劇
場
公
演

へ
と
広
く
展
開
を
み
せ
て
い
る
超
歌
舞
伎
で
あ
る
が
、
本
稿
で
取
り

上
げ
て
き
た
議
論
や
知
見
と
つ
き
合
わ
せ
つ
つ
こ
こ
で
注
目
し
て
お

き
た
い
の
は
、
次
の
二
つ
の
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
正
統
文
化
、
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
大
衆
文
化
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
﹁
同
時
内
包
性
﹂
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
に
お
い
て
、
文
化
的
オ

ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
る
な
か

で
﹁
正
統
文
化
と
大
衆
文
化
と
い
う
対
立
軸
﹂
に
つ
い
て
の
有
効
性

が
問
わ
れ
て
お
り
（
片
岡
、
二
〇
一
八
）、
ま
た
実
際
、
両
者
の
あ

い
だ
の
境
界
が
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
﹁
ハ
イ

＝
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
間
分
節
の
稀
薄
化
﹂
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
、
事

例
や
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
つ
つ
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
小
藪
・
山
田
、

二
〇
一
三
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
超
歌
舞
伎
の
事
例
を
も
と
に
考

察
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
見
受
け
ら
れ
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
う
し
た

正
統
文
化
、
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
大
衆
文
化
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ

ル
チ
ャ
ー
と
が
﹁
対
立
﹂
や
﹁
分
節
﹂
を
乗
り
越
え
て
、
む
し
ろ
積

聞
﹄（﹃
毎
日
新
聞
﹄
二
〇
一
九
・
八
・
二
二
夕
刊
）
に
は
、﹁
客
席
で

揺
れ
る
桜
色
の
ペ
ン
ラ
イ
ト
、
獅
童
や
ミ
ク
に
若
者
が
掛
け
る
﹃
萬

よ
ろ
ず

屋や

！
﹄﹃
初
音
屋
！
﹄
の
声
が
、
中
高
年
や
外
国
人
の
観
客
の
表
情

を
緩
ま
せ
る
﹂
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
﹁
ペ
ン
ラ
イ
ト
﹂
や
﹁
萬

屋
﹂﹁
初
音
屋
﹂
な
ど
の
か
け
声
（
大
向
う
）（
お
よ
び
、
ニ
コ
ニ
コ

動
画
で
の
配
信
時
に
は
そ
の
コ
メ
ン
ト
）
な
ど
に
う
か
が
え
る
﹁
舞

台
と
観
客
の
一
体
感
﹂（
松
竹
（
株
）
開
発
企
画
部
、
二
〇
二
二
：

二
一
）
も
、
超
歌
舞
伎
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
な
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
超
歌
舞
伎
は
、
二
〇
二
〇
年
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
無
観
客
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
う

こ
と
に
な
る
が
（
松
竹
（
株
）
開
発
企
画
部
、
二
〇
二
二
：
一
九
︲

二
〇
）、
二
〇
二
二
年
に
は
、
南
座
に
加
え
て
、
博
多
座
（
福
岡
）、

御
園
座
（
名
古
屋
）、
新
橋
演
舞
場
（
東
京
）
に
お
い
て
も
上
演
さ

れ
る
に
至
る
な
ど
、
日
本
各
地
の
劇
場
公
演
へ
と
広
が
り
を
み
せ
て

い
る
の
で
あ
る
（
松
竹
（
株
）
開
発
企
画
部
、
二
〇
二
二
：
二
︲
三
、

二
一
）。

六　

ま
と
め

前
節
で
は
、
近
年
の
日
本
に
お
け
る
文
化
事
例
・
現
象
の
ひ
と
つ

の
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
超
歌
舞
伎
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を

述
べ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
超
歌
舞
伎
の
事
例
に
見
受

け
ら
れ
る
現
象
に
つ
い
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
文
化
的
オ
ム
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ノ
ロ
ジ
ー
﹂
の
融
合
を
テ
ー
マ
と
し
（
松
竹
（
株
）
開
発
企
画
部
、

二
〇
二
二
：
二
︲
三
）、
正
統
文
化
、
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
大
衆

文
化
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
同
時
内
包
性
を
も
つ
超
歌
舞

伎
に
つ
い
て
、﹁
超
歌
舞
伎
﹂
と
い
う
独
自
の
名
称
を
与
え
て
い
る

こ
と
に
着
目
す
る
と
、
こ
の
超
歌
舞
伎
の
事
例
に
お
い
て
は
、
前
述

の
よ
う
な
﹁
緩
さ
﹂
を
も
つ
﹁
く
く
り
﹂
の
一
方
で
、
従
来
の
体
系

的
な
﹁
カ
テ
ゴ
リ
ー
﹂
に
よ
る
秩
序
づ
け
へ
の
憧
憬
・
回
帰
、
あ
る

い
は
ゆ
り
も
ど
し
と
い
っ
た
現
象
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
本
稿
で
は
、
文
化
的
オ
ム
ニ
ボ
ア
（
文
化
的
雑
食
性
）

に
関
す
る
研
究
に
着
目
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と

に
、
近
年
の
日
本
に
お
け
る
文
化
事
例
・
現
象
の
ひ
と
つ
の
具
体
例

と
し
て
超
歌
舞
伎
を
取
り
上
げ
、
若
干
の
考
察
を
行
っ
て
き
た
。

も
っ
と
も
、
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
日
本
に
お
い
て

は
、
一
般
的
に
﹁
高
級
文
化
﹂﹁
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
﹂
と
し
て
認

知
さ
れ
、
そ
の
社
会
的
位
置
づ
け
を
確
立
し
て
い
る
（
香
月
、

二
〇
〇
九
、二
〇
一
一
）
と
い
え
る
が
、
こ
の
よ
う
に
﹁
歌
舞
伎
が

伝
統
あ
る
高
級
芸
術
と
し
て
、
肯
定
的
に
広
く
表
象
さ
れマ

マよ
う
に
な

る
の
は
、
能
楽
や
文
楽
等
に
比
す
れ
ば
割
合
最
近
の
こ
と
で
あ
る
﹂

（
香
月
、
二
〇
〇
九
：
一
一
六
）
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
超
歌
舞
伎
の
事
例
を
考
え
る
う
え
で
は
、
香

月
孝
史
（
二
〇
〇
九
、二
〇
一
一
）
が
﹁
歌
舞
伎
の
イ
メ
ー
ジ
を
主

導
す
る
言
説
の
担
い
手
﹂
の
移
行
や
、﹁
伝
統
﹂
に
よ
る
正
統
化
・

極
的
に
融
合
・
合
体
し
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る
さ
ま
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
超
歌
舞
伎
の
事
例

に
お
い
て
は
、﹁
超
歌
舞
伎
﹂
と
い
う
ひ
と
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
正

統
文
化
、
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
大
衆
文
化
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル

チ
ャ
ー
と
が
同
時
に
内
包
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
の
両
者
が
同

時
に
内
包
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ば

同
時
内
包
性
と
い
う
と
こ
ろ
に
、﹁
超
歌
舞
伎
﹂
と
い
う
新
た
な
歌

舞
伎
公
演
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
く
先

に
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
た﹁
タ
グ
づ
け
﹂

や
﹁
く
く
り
﹂（
近
森
、二
〇
一
四
）
と
い
う
新
た
な
知
見
に
よ
っ
て
、

よ
り
よ
く
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
点
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
関
連
し
て
二
つ
目
は
、
従
来
の
体
系
的
な
﹁
カ

テ
ゴ
リ
ー
﹂
に
よ
る
秩
序
づ
け
へ
の
憧
憬
・
回
帰
、
あ
る
い
は
ゆ
り

も
ど
し
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
よ
う
に
先
行
研
究
に
お
い
て

は
、
現
在
は
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
ア
イ
テ
ム
の
数
の
膨

大
な
増
加
と
い
う
状
況
を
背
景
に
、
そ
れ
ら
を
効
率
的
に
管
理
し
秩

序
づ
け
る
様
式
と
し
て
、
従
来
の
﹁
体
系
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る

管
理
﹂
に
対
し
て
﹁
タ
グ
づ
け
と
﹃
く
く
り
﹄
に
よ
る
秩
序
化
﹂
が

現
れ
て
い
る
こ
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
た
（
近
森
、 

二
〇
一
四
）。
こ

の
点
に
つ
い
て
も
、
超
歌
舞
伎
の
事
例
を
も
と
に
さ
ら
に
考
察
を
加

え
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
歌
舞
伎
の
な

か
で
も
、
と
く
に
前
述
の
よ
う
に
﹁
古
典
歌
舞
伎
﹂
と
﹁
最
新
テ
ク
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︲
一
）。

（
2
） 

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
小
川
博
司
・
栗
田
宣
義
も
﹁
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

カ
ル
チ
ャ
ー
と
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
一
応
の
区
別
を
設
け
た
も
の
の
、
じ

つ
は
、
そ
の
単
純
な
対
比
は
相
当
難
し
く
な
っ
て
い
る
﹂、﹁
今
日
、
メ
デ
ィ

ア
の
遍
在
化
と
あ
い
ま
っ
て
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
対
ハ
イ
カ
ル

チ
ャ
ー
と
い
う
境
界
自
体
が
、
実
態
と
し
て
も
見
方
に
お
い
て
も
、
撹
乱

さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
﹂（
小
川
・
栗
田
、
二
〇
一
三
：
四
八
二
）
と
述

べ
て
い
る
。

（
3
） 

小
藪
・
山
田
に
よ
る
と
、
具
体
的
に
﹁
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
関
係
﹂
は
﹁
楽

器
の
演
奏
﹂﹁
音
楽
会
等
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞
﹂﹁
美
術
鑑
賞
﹂﹁
趣

味
と
し
て
の
読
書
﹂
の
四
項
目
、﹁
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
関
係
Ａ
﹂

は
﹁
映
画
鑑
賞
﹂﹁
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
﹂﹁
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
・
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー

ム
﹂﹁
音
楽
会
等
に
よ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
・
歌
謡
曲
鑑
賞
﹂﹁
演
芸
・
演
劇
・

舞
踏
鑑
賞
﹂﹁
趣
味
と
し
て
の
料
理
・
菓
子
作
り
﹂
の
六
項
目
、﹁
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
関
係
Ｂ
﹂
は
﹁
カ
ラ
オ
ケ
﹂﹁
日
曜
大
工
﹂﹁
パ
チ
ン

コ
﹂﹁
園
芸
・
庭
い
じ
り
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
﹂
の
四
項
目
（
小
藪
・
山
田
、

二
〇
一
三
：
五
四
三
）
か
ら
成
っ
て
い
る
。
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石
井
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訳
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一
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〇
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デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
―
―
社
会

読
み
替
え
、﹁
ス
タ
ー
シ
ス
テ
ム
﹂
な
ど
に
着
目
し
つ
つ
具
体
的
諸

相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
な
、
歌
舞
伎
の
社
会
的
位
置
づ
け
の

変
遷
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。ま
た
、

本
稿
に
お
け
る
超
歌
舞
伎
の
事
例
か
ら
み
え
て
き
た
、
正
統
文
化
、

ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
大
衆
文
化
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の

同
時
内
包
性
、
お
よ
び
従
来
の
体
系
的
な
﹁
カ
テ
ゴ
リ
ー
﹂
に
よ
る

秩
序
づ
け
へ
の
憧
憬
・
回
帰
、
あ
る
い
は
ゆ
り
も
ど
し
に
つ
い
て
、

超
歌
舞
伎
以
外
の
他
の
事
例
も
検
討
に
加
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
超
歌
舞
伎
の
事
例
に
お
い

て
も
、
そ
の
誕
生
の
経
緯
や
受
容
者
層
な
ど
さ
ら
に
検
討
を
深
め
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
を
今
後
の
課
題
と
し
つ

つ
、
引
き
続
き
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

註

（
1
） 

木
島
に
よ
る
と
、
具
体
的
に
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
は
、︿
Ｄ
Ｊ
系
﹀

は
﹁
ジ
ャ
パ
レ
ゲ
﹂﹁
洋
楽
レ
ゲ
エ
﹂﹁
Ｒ
＆
Ｂ
﹂﹁
洋
楽
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
﹂

﹁
洋
楽
ポ
ッ
プ
﹂﹁
Ｊ
ラ
ッ
プ
﹂﹁
ハ
ウ
ス
・
テ
ク
ノ
﹂
の
七
つ
、︿
ポ
ッ
プ

系
﹀
は
﹁
Ｊ
ポ
ッ
プ
﹂﹁
ア
イ
ド
ル
﹂﹁
Ｋ
ポ
ッ
プ
﹂
の
三
つ
、︿
ロ
ッ
ク
系
﹀

は
﹁
邦
楽
ロ
ッ
ク
﹂﹁
洋
楽
ロ
ッ
ク
﹂﹁
パ
ン
ク
﹂﹁
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
ル
﹂﹁
ヴ
ィ

ジ
ュ
ア
ル
系
﹂
の
五
つ
、︿
オ
タ
ク
系
﹀
は
﹁
ア
ニ
メ
・
声
優
・
ゲ
ー
ム
﹂﹁
同

人
音
楽
・
ボ
カ
ロ
﹂
の
二
つ
、︿
伝
統
系
﹀
は
﹁
演
歌
・
歌
謡
曲
﹂﹁
フ
ォ
ー
ク
・

ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
﹂﹁
ク
ラ
シ
ッ
ク
﹂﹁
ジ
ャ
ズ
﹂﹁
映
画
音
楽
・
サ

ン
ト
ラ
﹂
の
五
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
木
島
、
二
〇
一
九
：
一
五
〇
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四
八
九
︲
五
〇
六
。

木
島
由
晶
、
二
〇
一
六
、﹁
Ｊ
ポ
ッ
プ
の
二
〇
年
―
―
自
己
へ
の
ツ
ー
ル
化
と
音

楽
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
﹂
藤
村
正
之
・
浅
野
智
彦
・
羽
渕
一
代
編
﹃
現
代

若
者
の
幸
福
―
―
不
安
感
社
会
を
生
き
る
﹄
恒
星
社
厚
生
閣
：
四
五
︲
六
九
。

―
―
―
―
、
二
〇
一
九
、﹁C

onsum
ption

：
音
楽
聴
取
の
雑
食
性
﹂
南
田
勝
也
・

木
島
由
晶
・
永
井
純
一
・
小
川
博
司
編
﹃
音
楽
化
社
会
の
現
在
―
―
統
計
デ
ー

タ
で
読
む
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
﹄
新
曜
社
：
一
四
五
︲
六
四
。

北
田
暁
大
＋
解
体
研
編
、
二
〇
一
七
、﹃
社
会
に
と
っ
て
趣
味
と
は
何
か
―
―
文

化
社
会
学
の
方
法
規
準
﹄
河
出
書
房
新
社
。

小
藪
明
生
・
山
田
真
茂
留
、
二
〇
一
三
、﹁
文
化
的
雑
食
性
の
実
相
―
―
ハ
イ
＝

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
間
分
節
の
稀
薄
化
﹂﹃
社
会
学
評
論
﹄
六
三
（
四
）：
五
三
六
︲

五
一
。

南
田
勝
也
・
木
島
由
晶
・
永
井
純
一
・
小
川
博
司
編
、
二
〇
一
九
、﹃
音
楽
化
社

会
の
現
在
―
―
統
計
デ
ー
タ
で
読
む
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
﹄
新
曜
社
。

小
川
博
司
・
栗
田
宣
義
、
二
〇
一
三
、﹁
公
募
特
集
：﹃
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

の
社
会
学
﹄﹂﹃
社
会
学
評
論
﹄
六
三
（
四
）：
四
七
八
︲
八
六
。
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松
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（
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開
発
企
画
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二
〇
二
二
、﹃
超
歌
舞
伎
二
〇
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的
判
断
力
批
判
Ⅰ
・
Ⅱ
﹄
藤
原
書
店
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近
森
高
明
、
二
〇
一
四
、﹁
タ
グ
づ
け
さ
れ
る
世
界
と
﹃
く
く
り
﹄
の
緩
や
か
な

秩
序
﹂﹃
ソ
シ
オ
ロ
ジ
﹄
五
九
（
二
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九
三
︲
一
〇
〇
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遠
藤
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巳
編
、
二
〇
一
〇
、﹃
フ
ラ
ッ
ト
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カ
ル
チ
ャ
ー
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―
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代
日
本
の
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会

学
﹄
せ
り
か
書
房
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円
堂
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司
昭
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〇
一
三
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ャ
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化
す
る
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﹁
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﹂
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ら
﹁
遊
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﹄
青
土
社
。

片
岡
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文
化
資
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階
層
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﹂
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﹃
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層
シ
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層
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ス
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︲
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〇
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、﹁
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デ
ュ
ー
か
ら
み
た
日
本
文
化
の
構
造
と
特
徴
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︲
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概
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︲
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